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熱帯太平洋の温暖化パターンは時とともに変化する 
 

発表のポイント 

◆過去数十年の熱帯太平洋の海面水温パターンの変化が将来予測と逆向きであることに対して、

さまざまなメカニズムを統合的に評価した結果、どちらも人間活動による気候変動の結果と

して理解できる（温暖化に伴う海面水温のパターンは時とともに変わる）ことを示しました。 

◆温暖化の進行とともに熱帯太平洋の海面水温パターンがどう変化するか、また過去から将来

にかけて変化が同じかどうかは未解明の問題でしたが、本研究により整合性のある説明が可

能になりました。 

◆近い将来の気候変動に伴う極端気象の予測向上などへの貢献が期待されます。 

 

 

観測された海面水温（SST）の 1979～2022 年の変化傾向（トレンド） 

赤い領域は温暖化、青い領域は寒冷化していることを示します。 

 

発表内容 

東京大学大気海洋研究所の渡部雅浩教授らによる国際共同研究グループは、将来の気候変動

にとって重要な熱帯太平洋の海面水温（Sea Surface Temperature, SST）パターンの変化に関

する統合的な評価を行い、人間活動による影響で SST の温暖化パターンは時とともに変化して

ゆくという結論を提示しました。 

熱帯太平洋の SST パターンは、大気の大循環や降水分布にとって重要であるだけでなく、台

風の進路や強度にも影響します。そのため、人為起源の温暖化にともなってそのパターンがど

う変化するかを理解することが重要です。今世紀末までの気候変動予測シミュレーションでは、

太平洋東部で昇温が大きく、現在の平均的な SST の東西コントラスト（太平洋西部が暖かく東

部が冷たい）が弱まることが示されています。一方で、過去約 40 年の観測データは、太平洋西

部の温暖化と東部の寒冷化を示しており、SST の東西コントラストが強まる傾向を示していま

す。現在、人間活動に起因する温暖化は 1℃を超えており、その影響は熱帯太平洋の SST パタ

ーンにも及んでいると考えられますが、過去と将来の変化が整合していません。また、過去の
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気候変動に関するシミュレーションのほとんどは、観測された SST パターンの変化を再現して

おらず、気候シミュレーションを行う数値モデルに系統的なバイアス（ずれ）が存在するので

はないかと疑われています。すなわち、 

① 過去の SST パターンの変化が（部分的に）人間活動によるものとすると、シミュレーシ

ョンが予測する将来のパターン変化とどう整合性をつけるのか 

② 気候のシミュレーションで何故観測された SST パターンの変化が再現されないのか 

という 2 つの疑問が長く未解明で、気候科学における喫緊の課題となっていました。 

 

この度、本研究チームは国際共同研究プログラムの一環として、上記の疑問に対する整合的

な説明を試みました。150 本以上の論文を精査し、複数の証拠に基づく統合的評価を行い、熱

帯太平洋の SST パターン変化をもたらす複数のメカニズムを特定しました。これらのうちのい

くつかは気候変動に伴う一時的なプロセスで、過去に観測された SST 東西コントラストの強化

を説明しますが、温暖化が進むにつれてそれらのメカニズムは弱まり、東西コントラストを弱

化させるメカニズムが卓越するという結論を得ました。また、SST 東西コントラストを強化す

るメカニズムのうち、気候シミュレーションで過小評価されたプロセスを特定しました。上記

の疑問に対して、さまざまに相反する主張が存在する現状で、これらの評価は世界で初めて行

われた統合的なものと言えます。 

本論文は 2 年にわたる研究の成果で、今後数年の間に上記の結論を裏付ける研究が積み重な

れば、国連気候変動に関する政府間パネル（IPCC）の第 7 次評価報告書に対する重要な科学的

貢献となります。また、近い将来の気候変動に伴う極端気象の予測向上などへの貢献も期待さ

れます。 

 

▼詳細は、プレスリリース掲載ページにてご確認ください。 

https://www.aori.u-tokyo.ac.jp/research/news/2024/20240613.html 
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